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１２
月
１６
日
に
開
催
さ
れ
た

学
校
法
人
専
修
大
学
の
理
事

会
で
、
新
家
憲
学
長
の
任
期

満
了
に
伴
う
改
選
が
行
わ

れ
、
専
修
大
学
北
海
道
短
期

ち

な

大
学
の
新
学
長
に
寺
本
千
名

お夫
商
経
社
会
総
合
学
科
教
授み

つ

が
、
同
副
学
長
に
は
山
梨
光

の
り訓

み
ど
り
の
総
合
科
学
科
教

授
が
選
任
さ
れ
た
。
と
も
に

任
期
は
２
０
１
０
年
１
月
１

日
か
ら
２
０
１
２
年
１２
月
３１

日
ま
で
の
３
年
間
。

寺
本
学
長
は
１
９
８
１
年

専
修
大
学
大
学
院
経
済
学
研

究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退

学
。
９３
年
本
学
助
教
授
を
経

て
、
９８
年
教
授
に
就
任
。
企

画
広
報
室
長
、
経
済
科
長
、

商
経
社
会
総
合
学
科
長
を
歴

任
し
、
２
０
０
７
年
か
ら
副

学
長
を
務
め
て
い
た
。

専
門
は
理
論
経
済
学
、
農

業
経
済
学
。
講
義
科
目
は
日

本
経
済
論
Ⅰ
・
Ⅱ
、
農
業
経

済
、
農
業
経
営
、
経
済
統
計

学
Ⅰ
・
Ⅱ
な
ど
。

山
梨
副
学
長
略
歴

１
９
７
５
年
北
海
道
大
学

大
学
院
農
学
研
究
科
修
士
課

程
修
了
。
同
年
、
講
師
と
し

て
本
学
に
入
職
し
、
８１
年
助

教
授
を
経
て
、
９３
年
教
授
に

就
任
。
情
報
処
理
委
員
長
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
長
を
歴

任
。
２
０
０
９
年
度
中
は
み

ど
り
の
総
合
科
学
科
長
を
兼

任
す
る
。

専
門
は
応
用
水
文
学
。
講

義
科
目
は
水
工
学
、
河
川
工

学
な
ど
。

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

日
ご
ろ
よ
り
校
友
の
方
々
を

は
じ
め
、
美
唄
市
、
市
民
の

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
多
大
な
ご
支
援
、
ご
協

力
に
対
し
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
学
は
、
今
年
度

開
学
４２
年
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
間
、
１
万
１
０
０
０
人

を
超
え
る
卒

業
生
の
皆
さ

ん
を
農
業
、

農

協

、

建

設
、
造
園
、

公
務
員
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
へ
、
ま

た
、
専
修
大
学
を
始
め
と
す

る
国
公
私
立
の
４
年
制
大
学

へ
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
即
戦

力
と
な
る
職
業
人
の
養
成
と

編
入
学
教
育
に
全
力
を
あ
げ

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
学
の
概
要

本
学
は
、
農
・
工
学
系
の

学
科
で
あ
る
「
み
ど
り
の
総

合
科
学
科
」
と
社
会
・
経
済

系
の
学
科
で
あ
る
「
商
経
社

会
総
合
学
科
」
と
の
２
学
科

か
ら
な
り
、
前
者
は
「
農
業

科
学
系
」、「
環
境
緑
地
系
」、

「
環
境
土
木
系
」
の
３
つ
の

系
、
後
者
は「
商
学
系
」、「
経

営
学
系
」、「
経
済
学
系
」、「
法

学
系
」、「
ビ
ジ
ネ
ス
・
情
報

系
」
の
５
つ
の
系
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
両
学
科
と

も
地
域
総
合
科
学
科
の
適
格

認
定
を
受
け
て
お
り
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
と
し
て

地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
学
教
育
の
特
徴

第
１
は
、
学
生
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
編
成
で
、
学
生
の
皆

さ
ん
が
、
自
分
の
希
望
や
目

的
に
合
わ
せ
て
、
自
由
に
学

科
目
を
選
択
し
、
自
分
だ
け

の
時
間
割
を
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
み
ど
り
の
総

合
科
学
科
の
学
生
は
商
経
社

会
総
合
学
科
の
科
目
を
受
講

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
（
逆

も
可
∥
文
理
融
合
）。

第
２
は
、
社
会
生
活
に
役

立
つ
教
養
・
実
学
的
授
業
展

開
で
、
即
戦
力
と
し
て
社
会

で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
、
職

業
に
関
わ
る
具
体
的
な
知
識

・
技
術
を
実
験
・
実
習
等
に

よ
っ
て
体
得
し
て
も
ら
え
る

よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。
そ

の
こ
と
が
、
同
時
に
、「
測
量

士
補
」、「
農
業
機
械
士
」、「
２

級
造
園
施
工
管
理
技
士
」
な

ど
、
多
く
の
資
格
取
得
に
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

第
３
は
、
４
年
制
大
学
へ

の
編
入
学
教
育
で
、
４０
年
以

上
も
の
伝
統
を
持
っ
て
お
り

ま
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、

専
修
大
学
と
協
議
の
上
、
編

成
さ
れ
て
お
り
、
編
入
学
試

験
対
策
も
万
全
で
す
。
今
年

度
の
合
格
率
は
９０
％
を
超
え

て
い
ま
す
。
近
年
は
、
専
修

大
学
、
石
巻
専
修
大
学
以
外

の
道
内
、
東
北
、
関
東
の
国

公
立
大
学
へ
の
編
入
学
者
も

増
加
し
て
き
ま
し
た
。

教
育
、
地
域
貢
献
の

た
め
の
取
り
組
み

１
・
昨
年
「
有
機
農
産
物
生

産
行
程
管
理
者
∥
成
田
保

三
郎
教
授
」
に
認
定
さ
れ

た
「
専
大
フ
ァ
ー
ム
」
を

さ
ら
に
発
展
充
実
さ
せ
、

新
た
な
商
品
開
発
に
取
り

組
み
、
農
業
教
育
を
よ
り

実
践
的
な
も
の
に
し
て
い

き
た
い
。

２
・
昨
年
刷
新
さ
れ
た
教
育

用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ

ム
の
活
用
に
よ
っ
て
、
情

報
教
育
の
効
果
を
向
上
さ

せ
る
と
と
も
に
Ｃ
Ａ
Ｄ
や

情
報
処
理
関
連
の
資
格
取

得
の
支
援
強
化
を
図
り
た

い
。

３
・
専
修
大
学

ハ
ス
カ
ッ
プ

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
充
実
。

昨
年
定
植
し

た
苗
木
の
栽
培
、
収
穫
機

の
研
究
開
発
を
進
め
、
生

産
農
家
、
関
連
商
品
の
調

査
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作

成
に
携
わ
る
。

４
・
地
域
住
民
の
学
習
ニ
ー

ズ
を
十
分
精
査
し
、
特
色

あ
る
市
民
公
開
講
座
を
開

講
す
る
。

５
・
高
大
連
携
の
強
化
。
協

定
を
締
結
し
て
い
る
高
校

と
の
交
流
を
積
極
的
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、
新
た

な
協
定
締
結
を
目
指
す
。

出
前
授
業
、
実
験
・
実
習

の
受
け
入
れ
、
課
外
活
動

の
更
な
る
交
流
な
ど
に
取

り
組
む
。

皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

み
ど
り
の
総
合
科
学
科
農

業
科
学
系
の
授
業
科
目
「
実

習
Ⅱ
」
を
履
習
す
る
１
、
２

年
次
生
２８
人
が
参
加
し
、「
そ

ば
打
ち
実
習
」
が
行
わ
れ

た
。学

生
た
ち
は
美
唄
市
の
貞

広
フ
ァ
ー
ム
内
に
あ
る
「
体

験
工
房
よ
～
い
Ｄ
Ｏ
Ｎ
」

で
、
１０
割
、
８
割
、
６
割
と

そ
ば
粉
の
分
量
を
変
え
た
３

種
類
の
そ
ば
打
ち
に
挑
戦
し

た
。指

導
に
あ
た
っ
た
同
フ
ァ

ー
ム
主
宰
者
の
貞

広
樹
良
さ
ん
は

「
将
来
、
農
業
を

営
む
学
生
に
、
農

業
は
生
産
だ
け
で

な
く
、
加
工
や
販

売
な
ど
、
大
き
な

可
能
性
が
あ
る
こ

と
を
感
じ
て
ほ
し

い
」
と
、
こ
の
実

習
の
意
義
を
話
し

た
。

★
１
月
３０
日
（
土
）
９
時
ス
タ
ー
ト

雪
合
戦
／
雪
上
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
／
ス
ノ
ー
フ
ラ
ッ

グ
な
ど
を
予
定
。

参
加
者
に
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
振
る
舞
い
ま
す
。

四
季
折
々
の
北
海
道
を
満

喫
す
る
学
生
部
主
催
ツ
ア

ー
。
１２
月
１７
日
に
学
生
、
教

職
員
２７
人
が
参
加
し
て
「
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽

し
も
う
ツ
ア
ー
」
が
開
催
さ

れ
た
。

今
年
度
は
初
級
者
向
け
の

ロ
ン
グ
コ
ー
ス
、
最
大
斜
度

５３
度
の
上
級
者
限
定
コ
ー
ス

な
ど
の
多
彩
な
コ
ー
ス
が
設

置
さ
れ
て
い
る
夕
張
市
の

「
夕
張
マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス
イ

・
ス
キ
ー
場
」
へ
。
絶
好
の

ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
日

和
の
な
か
、
思
い
思
い
に
滑

り
を
楽
し
ん
だ
。

１２
月
１０
日
、
全
校
規
模
と

し
て
は
初
め
て
と
な
る
「
避

難
訓
練
」
が
実
施
さ
れ
た
。

訓
練
は
１
号
館
１
３
４
教

室
の
暗
幕
付
近
で
火
災
が
発

生
し
た
想
定

で
行
わ
れ
、

誘
導
の
放
送

に
従
い
、
学

生
・
教
職
員

が
学
内
全
域

か
ら
１
号
館

前
ロ
ー
タ
リ

ー
に
避
難
。

非
常
ベ
ル
が

鳴
っ
て
か
ら

避
難
完
了
ま

で
の
時
間
は

１２

分

３０

秒

で
、
美
唄
消

防
署
か
ら
の
評
価
は
ま
ず
ま

ず
だ
っ
た
。

最
後
に
消
防
署
職
員
に
よ

る
講
評
が
行
わ
れ
、
参
加
者

た
ち
は
非
常
時
の
冷
静
な
行

動
や
対
応
の
仕
方
な
ど
を
学

び
、
災
害
に
対
す
る
心
構
え

を
新
た
に
し
た
。
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▲ 全校規模では初となる避難訓練の様子

・
学
生
部
主
催
ツ
ア
ー
・

夕
張
マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス
イ
・
ス
キ
ー
場
へ

新
学
長
の
就
任
に
あ
た
り
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ

を
兼
ね
て
抱
負
を
述
べ
て
い
た
だ
い
た
。

▲ 思い思いに滑りを楽しんだ

初
の
「
全
校

避
難
訓
練
」

副学長には山梨光訓みどりの総合科学科長

２８人が「そば打ち」

農産品加工の意義学ぶ

みどりの総合科学科演習

▲ ３種類のそば打ちに挑戦した

開かれた市民大学

の役割を果たす
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